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第４学年 道徳学習指導案

平成２２年１０月１２日（火）第５校時

在籍児童数 男子２２名 女子１８名 計４０名

１ 主題名 みんなで決めた決まりを守り、気持ちよく生活しよう

２ 資料名 「クラスのきまり」 （出典 埼玉県道徳教育指導資料「みんななかよし」）

３ 主題設定の理由

（１）ねらいとする道徳的価値について

本主 題は、中学 年の内容項目 ４－（１）「約束や社会のきまりを守り、公徳心をも
つ」ことをねらいとしている。

この 内容項目「 公徳心」は、 低学年の内容項目４－（１）「約束やきまりを守り、

み ん な が 使 う 物 を 大 切 に す る 」 か ら 始 ま り 、 高 学 年 の 内 容 項 目 ４ － （ １ ）「 公 徳
心 を も っ て 法 や き ま り を 守 り 、 自 他 の 権 利 を 大 切 に し 進 ん で 義 務 を 果 た す 」、 中 学

校 の 内 容 項 目 ４ － （ １ ）「 法 や き ま り の 意 義 を 理 解 し 、 遵 守 す る と と も に 、 自 他

の 権利を 重ん じ義務 を確 実に 果たし て、社 会の秩序と 規律を高め るように努 める」
４ － （ ２ ）「 公 徳 心 お よ び 社 会 連 帯 の 自 覚 を 高 め 、 よ り よ い 社 会 の 実 現 に 努 め る 」

へ と 発 展 し て い く 。 さ ら に 、 中 学 年 の 内 容 項 目 １ － （ ４ ）「 過 ち は 素 直 に 改 め 、 正

直に明るい心で元気よく生活する」、４－（４）「先生や学校の人々を敬愛し、みん
なで協力し合って楽しい学級をつくる」とも関連させて考えさせたいところである。

この時期の児童は、自分の気の合う仲間で集団をつくって遊んだり、行動したりす

る こと が多 くなっ てく る。 その中 で、ル ールやきま りをつくり 、自分たち でうま
く 生活し てい くため にそ のき まりを 大切に する傾向が ある。しか し、時には きまり

や ル ー ル を 守 れ な か っ た り 、 自 分 の 都 合 の い い よ う に し て し ま っ た り と 、「 自 分 」

だ けのた めの 言動 をと って しまう ことも あるだろう 。また、き まりを守れ なかっ
たことに対して言い訳をしてしまったり、素直に謝れなかったりということもある。

昨 今の社 会情 勢を見 てい ても 、子ど もだけ でなく、大 人の世界で もきまりを 守るこ

と ができ ず、 トラブ ルへ と発 展して しまう ことが後を 絶たない。 そこで、約 束やき
まりを守ることの重要性に改めて気づかせ、ただ「きまりを守ることが大切である」

と い う だ け で な く 、「 な ぜ き ま り を 守 ら な く て は い け な い の か 」 と い う こ と も 考 え

さ せてい きた い。き まり や約 束、ル ールは 、社会でみ んなが気持 ちよく生活 してい
く ために 必要 なもの であ り、 社会生 活を円 滑に送 る ためのもの であるとい うこと

に 気づか せた い。ま た、 その 中では 各自が 多少の我慢 をする必要 があるとい うこと

に も気づ かせ 、お互 いが 譲り 合いの 心をも ち、よりよ い生活がで きるような 心と態
度 を育ん でい きたい 。さ らに 、関連 項目に 関連づけ、 自らの過ち を素直に改 め、仲

間とともによりよい学級をつくっていこうという態度も培っていきたい。

（２）児童の実態について

本学級の児童はまだ幼く、子どもらしい部分が多くみられる児童が多い。休み時間

になると、友だちとドッジボールや鬼ごっこなどで楽しんでいる姿がよくみられる。
また、少しずつ気の合う友だちとのグループでの行動が目立ち始め、その中で自分た

ちが過ごしやすいように互いに気を遣ったり、そのグループの中でのルールのような

ものができはじめている。しかし、時々そのルールを自分の都合のいいように変えて
しまったり、守らなかったりすることでトラブルになっていることもある。「自分が」

という思いがまだ強く、なかなか周りのことまで考えが及ばず、譲り合うことができ

ない児童もみられる。そこで、きまりやルールは自分たちがよりよく生活していくた
めに必要なものであるという意識をもたせ、「みんなが」気持ちよく過ごしていける

ように、きまりやルールを守ろうという気持ちをはぐくみたい。

児童に行った意識調査の結果は以下の通りであった。
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１ きまりやルールを守らなかった経験はありますか？

はい・・・３３人 いいえ・・・７人

２ きまりやルールを守ってよかったという経験はありますか？
はい・・・２７人 いいえ・・・１３人

３ あなたはきまりやルールを守ろうとしていますか？

はい・・・３６人 いいえ・・・４人
４ きまりやルールは何のためにあると思いますか？

・大人になったときに困るから ・けがや事故がないように
・みんなに迷惑をかけないため ・みんなと楽しく過ごすため

・みんなの生活をよくするため ・お母さんに怒られないように

１については、普段の生活の中で分かっていても守れなかったという経験が多かった。
よくないと思っていても、つい自分の楽しさを優先させてしまったという児童がほとん

どだった。

２については、きまりを守ってよかった＝怒られなくてよかったとなっている児童が
かなり目立った。みんなが楽しく生活するためというよりも、自分が怒られるのが嫌だ

から守ってよかったと感じており、守ることによってよい気持ちになったと答えた児童

は少なかったが、中には「きまりを守って友だちともっと仲良くなった」と答えた児童
もいた。

３については、きまりやルールは「守らなくてはいけないもの」という意識が強いこ

とが伺えた。守らないと自分も周りも困ってしまうし、一度守らないとそれから先も守
らなくなってしまうと心配している児童が多かった。また、ルールを守らないと楽しく

遊べないという意見もあった。

４については、きまりやルールの意義を児童なりによく考えていることが伺える結果
となった。自分自身のことだけではなく、周りのことを意識してきまりやルールについ

てとらえていると考えられる。

調査の結果、子ども達は「きまりやルールは大切で、守らなくてはいけない」という
ことを意識していても、自分の立場や欲求を優先させてしまうがために守れない経験を

もっている児童が多いということが分かった。日常生活の中でも、「自分」を優先させ

てしまい、相手にはきまりやルールを守ることを求めても、自分は守れないということ
も、児童にとってはよくあることのように思われる。

以上のような実態から、本資料を通して改めて「きまりを守ること」の意義を考えさ

せるとともに、自分の生活の中での態度を見直させていきたい。分かっていても守れな
かった主人公の気持ちに共感させながらも、それではみんなが気持ちよく生活できない

ということを、十分に内省させていきたい。そして、「自分」を優先させてしまう弱さ

を克服し、「みんな」のためにきまりやルールを守ろうという意識や態度を育てていき
たい。

（３）資料について
主人公のひろきは、ドッジボールが大好きな少年である。休み時間に友だちの洋平

たちとドッジボールを楽しんでいた。しかし、そこへ級友のさち子が来て、「学級会

で決めたでしょ」とボールを返すように求めてくる。友達の洋平が「そんなルールは
おかしい」と反論するのを見たひろきは、自分も同調して言い争いに加わる。しかし、

その後さち子に責められた洋平達はボールを地面に投げつけて行ってしまう。ボール

を拾うために足を止めたひろきに向かい、さち子は「何のためにきまりをつくったの」
と涙を浮かべた。家に帰ると、ひろきの母親がきまりを守らない人がいることに困っ

ていた。「みんなが生活しやすいためにきまりがある」という母の言葉と、さち子の

言葉が耳から離れず、眠れずに悩むひろき。自分自身に自分の態度やきまりの意味を
問い、次の日にさち子に謝る。そして、きまりの意味を確かめ合うことを決心する。

主人公のひろきが、ドッジボールが大好きであり、クラスで決めたボールの使い方

をついつい守らなかった場面では、よくないことだとは分かっていても楽しいことを
したいというひろきの気持ちに気づかせ、共感させたい。次に、母やさち子の言葉を
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聞き自分の態度やきまりの意味について思い悩む場面では、自分の行動への後悔や、
母の言葉からきまりの意味について考えていること、その気持ちと同時にドッジボー

ルを楽しみたい気持ちやクラスのボールの使い方について改めて考え、眠れないほど

悩んでいることに気づかせ、味わわせたい。そして、最後に自分の過ちを認め、「き
まりを守る」と言ったひろきの姿から、きまりを守ることの大切さ、きまりを守るこ

との意義について深く感じ取らせたい。

４ 研修主題とのかかわりと他の教育活動等との関連

（１）研修主題とのかかわり

〈小中一貫教育の視点から〉
「上手に伝える・読み取る」を意識し、友達の意見をよく聞き、相手のことを意識

して伝えられるように指導していく。また、書く活動を取り入れることで、相手に伝

えるための準備をさせ、自分の考えをわかりやすく伝えさせたい。

〈「人とのかかわりを大切にする」視点から〉

本時では、「きまりやルールを守る」ことは、人とのかかわりの中で生きていくた
めに必要であるということ、自分のとった行動によって嫌な思いをする人がいること

に気づかせ、きまりやルールを守ることの意義について考えさせていきたい。また、

自分の生活を振り返り、これからクラスや学校、友達同士、仲間同士の関係の中で自
分がどういう行動をとっていけばいいのかについて考えられるようにしていきたい。

話合い活動の中では、自分と似た意見、違う意見があることを意識させ、相手の思

いを感じ取り、その上で自分の生活を振り返らせていきたい。

（２）他の教育活動等との関連

研修主題

「生きる力」をはぐくむ小中一貫教育の推進

～人とのかかわりを大切にし、共によりよく行きようとする子どもの育成～

事前指導

（４月 学級活動）

・クラスのめあてを決

める。

（朝・帰りの会）

・クラスのきまりの確

認をする。

事後指導
（１０月～）
・クラスのきまりにつ

いて見直す
（１０月～ 体育）
・ルールを守ると、楽

しく気持ちよく活動
できることを味わわ
せる。

（３月 学級活動）
・１年を振り返り、き

まりを守ってみんな
が楽しく生活できた
かを見直す。

道徳の時間
（６月）
資料名日曜日のバーベキュー
社会の決まりや約束を守り、
公徳を大切にしようとする態
度を育てる
（１０月）
資料名「クラスのきまり」
みんなで決めたきまりを守
り、きまりを守る意味を考え
て、気持ちよく生活しようと
する態度を育てる

家庭との連携

学級通信等で学級の様子や児童の様子を知らせる。また、家庭でも「きまり」につい

て見直す機会を設けてもらう。



- 4 -

１ 本時の学習活動
（１）ねらい

みんなで決めたきまりを守り、きまりを守る意味を考えて、気持ちよく生活しようと

する態度を育てる
（２）展開

学習活動（主な発問） 予想される児童の反応 ・指導上の留意点 時間

☆評価（評価方法） 資料
導 気 １ 仲 良 く 遊 ん で い ・みんな仲 良く遊んで い ・ ふだん の様 子を 見せ ３分

入 づ る ビ デ オ を 見 て 、 るね ること で、 自分 たち

く 感想を言う。 ・笑顔で遊んでいるよ のこと をふ り返 らせ
る。

・ 価値を 方向 付け られ

るよう に、 この とき
の「き まり 」に つい

てふれる。

展 と ２ 資 料 に つ い て 条 登場人物 ・ 条件・ 情況 をし っか １０分
開 ら 件 ・ 情 況 を 知 り 、 ひろき（主人公） り押さえる

え 教師の範読を聞く。 さちこ 美紀 ・ ひろき の気 持ち にな

る 洋平 お母さん りながら聞かせる
スタートの条件・情況 ・ 範読を 聞き なが ら、

休み時間 に洋平たち と 心に残 った とこ ろに

ドッジボー ルを楽しむ ひ 線を引かせる。
ろき。しか し、学級会 で ・ 主人公 の気 持ち がわ

ボールを使 う順番を決 め かるよ うに 間の 取り

たばかりだ ったのに、 き 方やキ ーワ ード に気
まりを守らなかった。 をつけながら読む。

３ 心 に 残 っ た と こ ・ 児童が 心に 残っ たと
ろ 、 主 人 公 の 気 持 ころを 中心 に話 題を

ち が わ か る と こ ろ 整理する。

を発表する。 ☆ 心に残 った 場面 を見
つけ、 話し 合う 意欲

を高め るこ とが でき

たか。
（観察・発表）

深 ４ 主 人 公 の 心 の 変 ２２分
め 化 を 中 心 に 話 し 合

る う。

（ １ ） さ ち こ が 「 学 ・せっかく 楽しく遊ん で ・ 好きな こと に夢 中に
級会でボールの使 いたのになんだよ なり、 きま りが 分か

い方を決めたじゃ ・洋平の言う通りだよ！ ってい ても 守れ なか

ない」とボールを ・二人だけ でボールを 使 ったひ ろき の気 持ち
返すように言って うよりも 、たくさん の に共感させる。

きたとき、ひろし 人で使っ た方がいい に ・ クラス のみ んな で決

きはどんな気持ち きまってる めたき まり であ るこ
で言い返したのだ ・たくさん の人で使う の とはわ かっ てい る

ろう。 に、週１ 回しか使え な が、自 分の 楽し いこ

いなんておかしい とをや りた いと いう
・きまりは わかってる け 気持ち が強 く、 洋平

ど、やっ ぱりおかし い に同調 して しま った

よ ひろき の気 持ち に共
感させる。

・ やりた いこ とを やり

たいと いう 気持 ちが
誰にで もあ るこ とを
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おさえる。

（ ２ ） ひ ろ き は ど ん ・きまりっ て何のため に ・ さち子 の涙 と母 の言

な こ と を 考 え て 眠 あるのだろう 葉が耳 から 離れ ず、
れ な か っ た の だ ろ ・お母さん の言ってい た 自分の とっ た行 動に

う。 言葉が胸 からはなれ な 対して 悶々 と悩 み続

いよ けるひ ろき の心 情を
・でもドッ ジボールは 楽 感じ取らせる。

しいから やっぱりや り ・ ワーク シー トに ひろ

たいよ きの気 持ち を書 かせ
・さち子に 悪いことを し ること で、 意見 を深

てしまったな めさせる。

・みんなの きまりはや っ ・ 少人数 での 話し 合い
ぱり守ら ないとだめ だ 活動を 行い 、意 見の

よな 交流を図る。

・きまりを 守らないと い ・ 板書を 工夫 し、 ぐる
やな思い をする人が い ぐると 悩み 続け るひ

るんだよな ろきの 心情 を理 解し

・だめなこ とはだめと 言 やすくする。
えればよかった

・不満があ るなら学級 会

できちん と話せばよ か
った

（ ３ ）「 ご め ん よ 」 ・ごめんね 、ぼくが悪 か ・ 一晩中 悩み 続け 、次
と さ ち 子 に あ や ま ったよ の日に 謝っ たこ とで

っ た ひ ろ き は ど ん ・きまりを 守らなくて ご さち子 に笑 顔が 戻

な 気 持 ち だ っ た の めんね り、自 分自 身も 嬉し
だろう。 ・これから はきちんと き くなっ たひ ろき の気

まりを守るよ 持ちに気づかせる。

・きまりを 守らないと い ☆ 主人公 の気 持ち にな
やな思い をする人が い り、き まり を守 るこ

るという ことをみん な との大 切さ や意 義に

にわかってもらいたい ついて 自分 の考 えを
深める こと がで きた

か。

（ 観察・ ワー クシ ート
・発表）

見 ５ 今 日 の 学 習 を 振 ・これから はきまりの 意 ・ 自己を 内省 し、 本時 ７分
つ り返り、きまりを 味を考え ていこうと 思 の中で 学ん だこ とや

め 守ることについて う。 これか らの 自分 につ

る 考える。 ・きまりの 意味を考え て いてワ ーク シー トに
しっかり 守っていこ う 書かせる。

と思う。

あ ６ き ま り を 守 る こ ・ きまり を守 るこ との ３分

終 た と に つ い て 知 ら せ 大切さ や、 意味 を考

末 た て い る コ マ ー シ ャ えてい こう とす る意
め ルを見る。 欲をもたせる。

る

６ 評価の観点

☆主人公の気持ちになって、自分の考えを深めることができたか。（観察・ワークシート）

◇みんなで決めたきまりを守り、きまりを守る意味を考えて、気持ちよく生活しようとす
る意欲をもてたか。 （発言・観察）
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７ 板書計画
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ど
お
か
し
い
よ

場
面
絵

さ

ち

子

の

涙

と

母

の

言

葉

が

耳

か

ら

は

な

れ

ず

悩
む
ひ
ろ
き

きまりを守れ

ばよかった

でもドッジボー

ルもしたいし・

・・

きまりは何の

ためにあるん

だろう

さち子に悪

いことをし

たな

絵さ

ち

子

の

涙

絵母

の

つ

ぶ

や

き

みんなが気持ちよ

く生活するために

きまりはあるんだ

場
面
絵

さ

ち

子

に

謝

っ

た

ひ

ろ

き

・
ご
め
ん
ね

・
こ
れ
か
ら
は
き
ま
り

を
守
る
よ

・
み
ん
な
に
も
き
ま
り

を
守
る
大
切
さ
を
わ

か
っ
て
も
ら
お
う

きまりを守る

↓

気持ちよく生活


